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  私たちの取り組みも、いよいよレジ袋有料化へ向けて動きはじめました。 

  今回は、これからの活動内容などについてお知らせします。 

 

レジ袋有料化へ向けての今後の活動スケジュール 

20年９月末      各店舗を対象とした合同説明会を開催します。 

20年10～11月頃  消費者、店舗、市町村の３者で協議会を立ち上げます。

この協議会では、レジ袋削減に向けての３者の役割や

レジ袋辞退率の目標値など「レジ袋削減協定書」の内

容について決めていきます。 

21年１～2月     ３者による協定を結びます。 

21年４月       協力店舗において、レジ袋有料化スタート 

          

 

レジ袋有料化によるレジ袋辞退率の目標値を 

 とします 

（※協定を結ぶ店舗の目標値） 
 

かわら版のキャラクター 

やらマイバックン 

豊川市  環境対策課 0533-89-2166   蒲郡市  環境課   0533-66-1121 

新城市  生活衛生課 0536-22-0521   田原市  清掃管理課 0531-23-3538 

設楽町  生活課   0536-62-0511   東栄町  住民課   0536-76-0503 

豊根村  住民課   0536-85-1311   小坂井町 住民環境課 0533-78-2114 

問い合わせ 

おいでん祭で実施したレジ袋に関するア

ンケート調査では、約８６％の方が「環境

のためにレジ袋の有料化をすべき」という

ご意見でした。 

無駄なレジ袋をもらわないことが、ごみ減

量や地球温暖化防止につながります。 

みんなでやらまい！ 

マイバッグでお買物 



 


